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本
会
の
国
会
対
策
委
員
会
（
委

員
長
�
鏑
木
茂
哉
・
川
崎
市
議
会

議
長
）
は
２
月
１８
日
、
平
成
１９
年

度
の
活
動
と
し
て
最
後
と
な
る
委

員
会
を
開
き
、
こ
れ
ま
で
の
運
動

結
果
を
総
括
し
た
。
併
せ
て
今

後
、
同
委
員
会
と
し
て
対
処
す
べ

き
事
案
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
取

り
扱
い
を
正
副
委
員
長
に
一
任
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。
国
対
委
の
任

期
は
、
５
月
２８
日
に
開
催
さ
れ
る

第
８４
回
本
会
定
期
総
会
ま
で
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
の
中
で
鏑
木
委

員
長
は
、
昨
年
１２
月
に
実
施
し
た

２０
年
度
地
方
税
財
政
に
関
す
る
重

点
要
望
運
動
に
触
れ
、
「
こ
れ
ま

で
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
き
た
地
方

交
付
税
が
、
５
年
ぶ
り
に
増
額
に

な
っ
た
」
「
地
域
間
の
財
政
力
格

差
の
是
正
の
た
め
に
、
『
地
方
再

生
対
策
費
』
と
し
て
４
０
０
０
億

円
が
特
別
枠
と
し
て
創
設
さ
れ

た
」
と
述
べ
、
運
動
の
成
果
が
実

っ
た
と
の
認
識
を
示
し
た
。

国
対
委
の
所
管
は
、
本
会

の
総
会
や
評
議
員
会
等
の
ほ

か
、
地
方
行
政
委
員
会
な
ど

他
委
員
会
が
決
定
し
た
要
望

事
項
の
実
現
を
図
る
こ
と
。

昨
年
１２
月
３
日
に
開
か
れ
た

国
対
委
で
は
「
地
方
交
付
税

の
増
額
」
を
は
じ
め
と
す
る

４
本
の
柱
で
構
成
さ
れ
た
重

点
要
望
の
ほ
か
「
第
二
期
地

方
分
権
改
革
の
推
進
」
な
ど

３６
項
目
に
及
ぶ
要
望
を
ま
と

め
、
関
係
方
面
に
要
望
運
動

を
展
開
し
て
き
た
。

う
ち
第
二
期
分
権
改
革
に

つ
い
て
は
、
政
府
の
地
方
分

権
改
革
推
進
委
員
会

（
丹
羽
宇
一
郎
委
員

長
）
が
昨
年
４
月
に

初
会
合
を
開
い
て
以

来
、
国
か
ら
地
方
へ

の
大
幅
な
権
限
移
譲
を
目
指
し
議

論
を
重
ね
て
い
る
。
１１
月
１６
日
に

は
「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」
を

行
い
、
分
権
委
は
新
地
方
分
権
一

括
法
案
に
対
す
る
勧
告
へ
の
方
向

性
を
示
し
た
。

分
権
委
の
責
務
は
、
政
府
が
作

成
す
る
分
権
一
括
法
案
へ
の
指
針

勧
告
を
ま
と
め
る
こ
と
。
こ
の
た

め
中
間
ま
と
め
で
▽
地
方
政
府
確

立
の
た
め
の
権
限
移
譲
▽
完
全
自

治
体
の
実
現
―
―
な
ど
を
実
現
す

べ
き
案
件
と
し
て
掲
げ
、
分
権
委

は
勧
告
に
向
け
た
本
格
的
準
備
に

入
っ
た
。

３
月
末
ま
で
各
省
庁
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

分
権
委
は
今
春
か
ら
順
次
、
政
府

に
対
し
勧
告
し
て
い
く
予
定
。

本
会
の
国
対
委
で
は
今
後
、
分

権
委
が
行
う
作
業
の
進
捗
状
況
を

引
き
続
き
見
守
っ
て
い
く
。

当
日
は
、
御
園
慎
一
郎
・
総
務

大
臣
官
房
審
議
官
が
「
平
成
２０
年

度
地
方
財
政
対
策
」
、
高
橋
正
樹

・
同
大
臣
官
房
審
議
官
が
「
平
成

２０
年
度
地
方
税
制
改
正
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
岡
�
洋
一
郎
・
高
知
市
議
会
議

長
）
は
２
月
１９
日
、
全
国
都
市
会

館
で
第
８７
回
総
会
を
開
催
。
テ
ー

マ
「
人
口
減
少
社
会
と
都
市
行

政
」
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
役
員
改

選
を
行
い
、
新
会
長
に
足
�
將
司

・
大
阪
市
会
議
長
を
選
出
し
た
。

同
研
究
会
で
は
、
人
口
減
少
社

会
の
到
来
を
今
後
の
都
市
行
政
の

重
要
な
問
題
と
位
置
付
け
、
約
２

年
間
に
わ
た
る
調
査
研
究
を
重

ね
、
同
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
本
文
は
全
４

章
で
構
成
。
第
�
章
に
「
く
ら
し

に
ぎ
わ
う

都
市
へ
」
を
掲

げ
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
都

市
・
市
議
会
が
果
た
す
べ
き
今
後

の
役
割
に
つ
い
て
提
言
。
特
に
、

人
口
減
少
社
会
と
い
う
問
題
は
長

期
的
な
視
点
か
ら
の
解
決
策
が
重

要
と
し
て
、
市
の
行
財
政
改
革
は

も
と
よ
り
、
市
民
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
企

業
、
研
究
者
ら
と
の
協
働
の
下
で

克
服
策
を
見
出
す
べ
き
で
あ
る
と

強
調
。
そ
の
上
で
、
調
査
研
究
に

あ
た
り
実
施
し
た
座
談
会
の
発
言

や
現
地
調
査
に
お
け
る
各
市
の
成

功
事
例
等
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
な
ど
を
活
用
し
、
具
体
的
施
策

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

提
言
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
家
庭
は

家
族
で
に
ぎ
わ
い
、
街
は
老
若
男

女
で
に
ぎ
わ
う
「
く
ら
し

に
ぎ

わ
う

都
市
へ
」
の
実
現
の
礎
と

な
る
と
結
ん
で
い
る
。

な
お
、
同
報
告
書
は
、
３
月
中

に
も
全
市
に
送
付
す
る
。
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建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�

佐
藤
栄
一
・
妙
高
市
議
会
議
長
）

は
２
月
８
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
１９
年
度

要
望
運
動
結
果
を
報
告
し
た
の

ち
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送

り
事
項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
道
路
整

備
に
つ
い
て
、
昨
年
１２
月
の
政
府

・
与
党
合
意
で
高
速
道
路
料
金
の

引
き
下
げ
等
を
行
う
と
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
道
路
特

定
財
源
の
確
保
等
�
地
方
の
道
路

整
備
財
源
の
充
実
�
高
規
格
幹
線

道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備

促
進
�
整
備
新
幹
線
の
早
期
整
備

�
地
震
・
津
波
対
策
に
係
る
各
種

施
策
の
早
期
具
現
化
と
財
政
措
置

�
住
宅
・
建
築
物
等
の
耐
震
化
促

進
―
―
の
６
事
項
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
大
臣
官

房
の
又
野
己
知
・
会
計
課
長
が

「
平
成
２０
年
度
国
土
交
通
省
関
係

予
算
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員
長
�

大
野
眞
一
・
小
田
原
市
議
長
）
は

２
月
１３
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
委
員
会
を
開
き
、
１９
年
度
要

望
運
動
結
果
を
報
告
し
た
の
ち
、

次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事

項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
議
会
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
第
２９
次

地
方
制
度
調
査
会
の
審
議
項
目
と

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
第
二
期

地
方
分
権
改
革
の
推
進
�
地
方
議

会
の
権
能
強
化
等
�
地
方
議
会
議

員
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
�
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
�
過
疎
地

域
の
自
立
促
進
�
市
町
村
合
併
に

対
す
る
支
援
の
拡
充
等
�
基
地
関

係
予
算
の
確
保
等
�
治
安
対
策
の

強
化
等
	
北
方
領
土
返
還


青
少

年
健
全
育
成
対
策
の
充
実
強
化
�

人
権
救
済
制
度
の
確
立
�
外
国
人

政
策
の
総
合
的
な
推
進
―
―
の
１２

事
項
。

当
日
は
、
総
務
省
消
防
庁
の
長

谷
川
彰
一
・
総
務
課
長
が
「
消
防

防
災
行
政
に
お
け
る
諸
施
策
」
に

つ
い
て
、
説
明
し
た
。

社
会
文
教
委
員
会
は
２
月
１３

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
議
長
交
代
で
欠
員

と
な
っ
て
い
た
委
員
長
に
小
島
正

行
・
阿
南
市
議
長
を
選
任
し
た
。

１９
年
度
要
望
運
動
結
果
を
報
告
し

た
の
ち
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申

し
送
り
事
項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
２０
年
度
の

医
師
確
保
対
策
予
算
が
大
幅
増
額

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
地
域
医

療
の
確
保
�
国
民
健
康
保
険
制
度

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
充

実
�
介
護
保
険
制
度
の
充
実
�
少

子
化
対
策
の
充
実
�
雇
用
対
策
の

充
実
�
環
境
施
策
の
充
実
�
文
教

施
策
の
充
実
―
―
の
７
事
項
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局

の
山
本
麻
里
・
老
人
医
療
企
画
室

長
が
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

等
」
、
総
務
省
自
治
財
政
局
の
濱

田
省
司
・
地
域
企
業
経
営
企
画
室

長
が
「
公
立
病
院
改
革
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

小
野
寺
一
知
・
名
寄
市
議
会
議

長
）
は
２
月
１４
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
１９

年
度
要
望
運
動
結
果
を
報
告
し
た

の
ち
、
次
年
度
委
員
会
へ
の
申
し

送
り
事
項
等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
「
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
の
面
積

要
件
の
緩
和
等
が
行
わ
れ
る
こ
と

な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
農
業
の

持
続
的
な
発
展
と
食
料
自
給
率
の

回
復
等
�
林
業
の
健
全
な
発
展
と

森
林
の
維
持
管
理
�
水
産
資
源
の

安
定
的
な
確
保
�
食
の
安
全
及
び

消
費
者
の
信
頼
確
保
�
中
小
企
業

の
活
性
化
―
―
の
５
事
項
。

当
日
は
、
農
林
水
産
省
経
営
局

の
山
口
英
彰
・
経
営
政
策
課
長
が

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」、

林
野
庁
森
林
整
備
部
の
渋
谷
晃
太

郎
・
研
究
・
保
全
課
長
が
「
美
し

い
森
林
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

高
橋
芳
治
・
南
丹
市
議
長
）
は
２

月
１４
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
委
員
会
を
開
き
、
１９
年
度
要
望

運
動
結
果
を
報
告
し
た
の
ち
、
次

年
度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項

等
を
決
定
し
た
。

要
望
運
動
結
果
で
は
、
地
方
交

付
税
が
５
年
ぶ
り
に
増
額
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

申
し
送
り
事
項
は
、
�
地
方
交

付
税
の
増
額
と
機
能
の
強
化
�
都

市
税
源
等
の
充
実
強
化
�
地
方
債

資
金
の
所
要
額
の
確
保
等
�
地
方

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
等
�
国

庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化
―

―
の
５
事
項
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
平
嶋
彰
英
・
公
営
企
業
課
長
が

「
地
方
財
政
の
展
望
」
、
同
省
自

治
税
務
局
の
滝
本
純
生
・
企
画
課

長
が
「
平
成
２０
年
度
地
方
税
制
改

正
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

し
た
。

５５
委委
員員
会会
開開
くく

申
し
送
り
事
項
を
決
定

全
国
市
議
会
議
長
会
の
建
設
運
輸
、
地
方
行
政
、
社
会
文
教
、
産

業
経
済
、
地
方
財
政
の
各
委
員
会
は
、
２
月
８
日
か
ら
１４
日
に
か
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
い
た
。
会
議
で
は
平
成
１９
年
度
の
要
望

運
動
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
ほ
か
、
２０
年
度
の
委
員
会
へ
の
申
し

送
り
事
項
等
を
決
定
し
た
。
会
議
概
要
と
申
し
送
り
事
項
は
次
の
と

お
り
。
要
望
運
動
結
果
の
概
要
は
次
号
か
ら
順
次
掲
載
す
る
。

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

本会

社会文教委員長
小島正行（阿南市）

産業経済委員長
小野寺一知（名寄市）

建設運輸委員長
佐藤栄一（妙高市）

地方財政委員長
高橋芳治（南丹市）

地方行政委員長
大野眞一（小田原市）
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
―
―
こ
れ
は
安
芸
高
田

市
が
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針
で
す
。
広
島
県
内
の
旧
高
田

郡
６
町
が
合
併
し
平
成
１６
年
３
月

１
日
、
新
市
「
安
芸
高
田
市
」
が

誕
生
し
て
以
来
、
同
市
で
は
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

住
民
と
の
協
働
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
新
市
の

発
足
で
す
。
合
併
に
よ
っ
て
行
政

が
ス
リ
ム
化
さ
れ
、
▽
職
員
数
の

削
減
▽
議
員
数
が
合
併
前
に
比
べ

３
分
の
１
へ
縮
小
―
―
な
ど
の
推

進
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
懸
念
す
る
声
が
、
住
民
の
間

で
囁
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

「
町
役
場
が
支
所
に
な
れ
ば
職

員
が
減
り
、
行
政
の
対
応
が
手
厚

く
な
る
こ
と
は
な
い
」
住
民
の
間

で
実
際
に
囁
か
れ
て
い
た
言
葉
で

す
。
特
に
周
辺
部
に
当
た
る
地
域

住
民
の
不
安
感
は
大
き
く
、
「
安

芸
高
田
市
で
の
安
心
な
暮
ら
し
」

を
実
感
で
き
る
新
た
な
行
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
、
新
市
発
足
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

安
芸
高
田
市
で
は
、
「
主
体
性
を

持
っ
た
『
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
』
と

し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携
が
必
要
」
と
考
え
、
住
民
が

行
政
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
た
う

え
で
汗
を
流
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

行
政
が
お
金
を
出
す
こ
と
で
、

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
」

と
す
る
住
民
活
動
の
支
援
と
育
成

に
乗
り
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

行
政
へ
の
住
民
参
画
を
促
す
取

り
組
み
は
、
３
本
柱
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
が

地
域
振
興
（
住
民
自
治
）
組
織
で

す
。
安
芸
高
田
市
に
は
現
在
、「
大

字
」
「
小
学
校
区
」
の
単
位
で
構

成
さ
れ
た
３２
の
地
域
振
興
組
織
が

置
か
れ
、
集
落
や
関
係
団
体
と
意

見
調
整
し
な
が
ら
、
各
組
織
は
そ

れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

あ
る
振
興
組
織
で
は
住
民
自
ら

の
発
案
に
よ
り
、
バ
ザ
ー
や
盆
踊

り
大
会
、
敬
老
会
を
開
き
、
地
域

の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
成
果
を

得
て
い
ま
す
。
別
の
地
域
で
は

「
お
互
い
さ
ま
協
力
隊
」
を
組
織

し
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
緊

急
時
に
使
う
電
話
番
号
表
を
配
布

し
た
ほ
か
、
見
回
り
や
声
掛
け
の

強
化
を
図
っ
た
こ
と
で
「
福
祉
を

意
識
す
る
気
持
ち
が
地
域
全
体
で

高
ま
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
振
興
組
織
は
旧

６
町
の
町
域
ご
と
に
組
織
さ
れ
た

６
つ
の
連
合
組
織
に
属
し
て
い
ま

す
。
行
政
で
は
、
６
連
合
組
織
に

対
し
、
活
動
支
援
助
成
金
２
４
０

０
万
円
、
事
業
支
援
助
成
金
１
８

０
０
万
円
を
措
置
し
、
住
民
の
活

動
を
下
支
え
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
▽
組
織
運
営
の
手
法
等
を
指

導
す
る
地
域
振
興
推
進
員
の
設
置

▽
地
域
活
動
へ
の
職
員
の
参
加
▽

市
役
所
に
よ
る
６
連
合
組
織
事
務

局
の
担
当
―
―
な
ど
を
通
じ
、
住

民
自
治
に
対
す
る
支
援
と
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
つ
目
の
取
り
組
み
と
な
る
の

が
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
す
。

１７
年
４
月
１
日
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地

域
振
興
組
織
の
代
表
を
中
心
に
３０

人
で
構
成
さ
れ
、
同
振
興
組
織
の

活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
地
域
の

課
題
や
展
望
な
ど
に
基
づ
き
、
住

民
の
声
が
行
政
施
策
へ
反
映
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
県
立
広
島
大
学

と
包
括
連
携
協
定
を
交
わ
し
、
大

学
の
知
的
財
産
を
活
用
し
た
市
長

へ
の
提
言
の
ほ
か
、
▽
地
域
福
祉

▽
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
―
―

な
ど
の
小
委
員
会
を
設
置
し
随

時
、
必
要
に
応
じ
た
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。今
後
も
引
き
続
き
、

同
委
員
会
に
よ
る
各
種
計
画
策
定

へ
の
参
画
な
ど
が
行
政
サ
イ
ド
か

ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
つ
目
の
柱
は
、
対
話
の
場
の

確
保
で
す
。
▽
支
所
別
懇
談
会
▽

自
治
懇
談
会
▽
団
体
懇
談
会
―
―

を
開
き
、
住
民
の
生
の
声
に
耳
を

傾
け
、
得
ら
れ
た
意
見
を
市
政
へ

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
こ
れ
ら
３

つ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
政
策

段
階
か
ら
の
住
民
参
画
を
今
後
も

促
し
て
い
き
ま
す
。

市 政

ニュース

住
民
と
の
協
働
ま
ち
づ
く
り

安
芸
高
田
市（
広
島
県
）
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全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も
と

に
、
１２
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
（
下
）
で

は
、
今
後
の
道
路
整
備
の
「
中
期
計
画
」
を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
の
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源

の
確
保
を
求
め
る
も
の
が
今
回
、
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

１２
月
定
例
会
で
地
方
の
道
路
整

備
財
源
に
関
す
る
意
見
書
が
数
多

く
可
決
さ
れ
た
背
景
に
は
「
道
路

特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
」
に
対

す
る
地
方
の
危
機
感
が
あ
る
。
小

泉
純
一
郎
元
首
相
か
ら
一
般
財
源

化
の
方
針
が
国
会
の
場
で
示
さ

れ
、
小
泉
元
首
相
の
跡
を
受
け
た

安
倍
晋
三
前
首
相
も
一
般
財
源
化

の
方
針
を
公
約
に
掲
げ
る
な
ど
、

道
路
目
的
税
と
し
て
の
同
財
源
の

役
割
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
状
況

が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
な
か
国
土
交
通
省
は
昨
年

１１
月
１３
日
、「
道
路
の
中
期
計
画

（
素
案
）」
を
ま
と
め
、
平
成
２０

年
度
以
降
１０
年
間
の
道
路
整
備
の

姿
を
示
し
た
。
続
き
１２
月
７
日
に

は
政
府
・
与
党
間
で
「
道
路
特
定

財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
が
合

意
さ
れ
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ

か
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

の
対
象
拡
大
や
交
付
率
の
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
１２
月
７
日
の
合
意
で
は
、

特
定
財
源
諸
税
収
入
を
道
路
整
備

費
以
外
に
も
充
て
る
こ
と
と
さ
れ

た
も
の
の
、
国
の
２０
年
度
予
算
で

は
１９
年
度
予
算
を
上
回
る
額
の
み

一
般
財
源
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

ほ
か
、
暫
定
税
率
に
よ
る
上
乗
せ

分
も
含
め
た
税
率
水
準
が
維
持
さ

れ
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
政
府
・

与
党
間
合
意
の
内
容
に
基
づ
い
た

「
地
方
の
道
路
整
備
財
源
の
確

保
」
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

▼
議
長

▽
下
妻

木
村

進（
１
・
１６
）

▽
西
尾

岩
瀬
政
明（
１
・
３１
）

▽
名
取

佐
藤
賢
祐（
２
・
１
）

▽
吉
川

�
�
正
夫（
２
・
６
）

▽
戸
田

奥
田

実（
２
・
７
）

▽
潮
来

加
藤
政
司（
２
・
１２
）

▽
茨
木

田
中
総
司（
２
・
１３
）

▽
取
手

赤
羽
直
一（
２
・
１５
）

▼
副
議
長

▽
下
妻

原
部

司（
１
・
１６
）

▽
西
尾

神
谷
庄
二（
１
・
３１
）

▽
名
取

渡
邊

武（
２
・
１
）

▽
吉
川

野
口

博（
２
・
６
）

▽
戸
田

平
野

進（
２
・
７
）

▽
潮
来

杉
本
俊
一（
２
・
１２
）

▽
茨
木

山
本
隆
俊（
２
・
１３
）

▽
取
手

岡
部
正
敬（
２
・
１５
）

▼
事
務
局
長

▽
下
関

川
�
哲
也（
１
・
４
）

議会

１１２２
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（下）

意見書・決議の議決状況（下） （１９．１１．１～２０．１．３１）

決 議

【建設・運輸・郵政・国土保全】 【 ２２７】 【 ９】
○地方の道路整備財源の確保等 ２０２ ―
○一級河川の管理移譲反対 ８ ―
○北海道新幹線の建設促進 ５ ―
○建築確認審査の迅速化 ３ ―
○その他 ９ ９
【労働・商工】 【 ５８】 【 １】
○公共工事の建設労働者の適正な労働条件 １７ ―
確保
○季節労働者対策の強化 ９ ―
○最低賃金の引き上げ ９ ―
○ＪＲ不採用問題の早期解決 ８ ―
○中小企業対策の推進 ５ ―
○その他 １０ １
【警察・防災・消防】 【 ８１】 【 １３】
○取り調べの可視化の実現 ５８ ―
○防災・生活関連整備の地域間格差の是正 ８ ―
○銃犯罪の根絶 ４ ３
○駐車規制の見直し ２ ０
○飲酒運転の根絶 １ ４
○その他 ８ ６
【外交・防衛・国際関係】 【 ４３】 【 １２】
○「非核日本宣言」の各国への通知 １４ １
○北朝鮮による拉致問題の早期解決等 １２ ―
○新テロ特措法の撤回 ３ ―
○米国軍人犯罪への抗議 ２ １
○米空軍・海兵隊の合同即応訓練の中止 ２ ２
○米軍Ｆ―１５戦闘機の未明離陸への抗議 １ １
○その他 ９ ７
【社会・くらし】 【 ４１３】 【 ７】
○割賦販売法の抜本的改正 １３８ ―
○民法７７２条の嫡出推定の運用見直し ６３ ―
○被爆者に対する適正な援護の推進 ４９ ―
○原油価格の高騰対策 ４５ ―
○年金問題の早期解決と最低保障年金制度 ２１ ―
の確立
○障害者自立支援制度の見直し １７ ―
○独立行政法人都市再生機構賃貸住宅居住 １０ １
者の居住安定対策
○生活保護基準の見直し ９ ―
○防衛省疑惑の徹底究明 ８ ―
○児童扶養手当減額の見直し ８ ―
○保険業法の制度と運用の見直し ６ ―
○地上デジタル放送への円滑な移行 ４ ―
○保育所支援施策の拡充 ４ ―
○社会福祉施設等の福祉人材確保対策の具 ２ ―
体化と充実
○その他 ２９ ６
【その他】 【 １】 【 ０】
○証人喚問制度の全会一致の原則堅持 １ ―
【合 計】 【 ８２３】 【 ４２】
【総合計】 【 １６４０】 【 ７２】

意見書件 名

議

会

人

事

「
地
方
の
道
路
財
源
確
保
」が
最
多
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